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特別対談企画 「学園創立４０周年記念事業」本格始動！
インタビュアー：松本泰章 教授　対談出席者：三好郁郎 学長、箱崎睦昌 副学長、増田洋 教授、北村正己 教授
理事会報告：2009（平成21）年度 収支決算報告／2010（平成22）年度 予算編成基本方針・収支予算書
特別寄稿：「～学園創立４０周年事業をみんなの手で！～」学校法人 大覚寺学園　理事長  黒髪 寛延
大学報告：学園創立40周年記念事業／2009年度 進路概況／入学宣誓式報告／入試説明会シーズン到来／外尾悦郎客員教授就任
告知：2010年度 オープンキャンパス情報
HOT TOPIC：2011年度大学案内発行　教員・在学生の活躍：平成21年度京都市芸術賞
地域連携：「嵐芸展」受賞学生作品展　附属機関：博物館・ギャラリー企画報告　卒業生の活躍：藤川 亜美さん 
大学行事予定：Jun.2010 ― Oct.2010
本学関係者による展覧会情報　附属博物館／附属ギャラリー「アートスペース嵯峨」／連続公開講座「京の美意識」スケジュール　
京都嵯峨野文化サロン第９回企画　出版情報／メディアでの紹介　編集後記

「編集後記」
広報誌33号が完成しました。今回の特集では本学学長、副学長を交えて、学園創
立40周年に関する記念事業や教育改編をテーマに対談いただきました。今号では
対談の前半のみを掲載いたしましたが、次回の34号にて対談の後半を掲載する予
定です。さて、学内はまもなく耐震補強工事の準備に入ります。在校生の命を守る
べく夏休み期間は学内への立ち入りが禁止となりますが、工事終了後、キレイに様
変わりする京都嵯峨芸術大学の姿に是非ともご期待ください。（広報室）

附属博物館／附属ギャラリー「アートスペース嵯峨」／連続公開講座「京の美意識」スケジュール

連続公開講座「京の美意識」スケジュール

出版情報／メディアでの紹介

四季をおりなす美しい景観に恵まれ、都として約1200年にわたる歴史の時
を刻んできた京都の独特の知恵や美意識について、毎回、各分野の第一
線で活躍されておられる講師をお招きして、ご講演いただいています（参加
無料）。また、ご希望の方には過去の講演録を販売しています（一冊千円）。
■第53回6月12日（土）「瓦葺きの美学」
 德舛秀治＜甍技塾 德舛瓦店(有)代表取締役＞
■第54回7月10日（土）「浮世絵木版画の技術」 
 佐藤景三＜浮世絵版画摺師＞
■第55回9月11日（土）「京飴 よもやま話」
 今西政博＜今西製菓(株) 専務取締役＞
■第56回10月16日（土）「京都風呂敷七変化」 
 掛札英敬＜(有)京都掛札＞
■第57回11月6日（土）「京の出版事情 観光ガイド今昔」
 堤勇二＜京都学園大学非常勤講師＞
■第58回12月11日（土）「鵜飼－鳥、人、川のつながりから－」
 江﨑洋子＜鵜匠・本学卒業生＞
■第59回2011年2月19日（土）「螺鈿の魅力について」
 野村守＜嵯峨螺鈿 野村＞
 ※いずれの回も14：20～有響館Ｇ401教室にて。
 　お申込み・お問合せは文化事業部まで。TEL.075-864-7898
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書籍名：生きている文化遺産と観光 
　　　  住民によるリビングヘリテージの継承
編　著：藤木庸介　出版社：学芸出版社　
定　価：2730円（税込）
発行日：2010年3月30日　ISBN：978-4-7615-2480-7

藤木庸介准教授が編集・著作した書籍が刊行

■大沼憲昭／日本画

 『大沼憲昭日本画展』 日時：9月22日（水）～28日（火）　会場：京都高島屋（京都）
■京都嵯峨芸術大学 芸術学部／造形学科 日本画分野

 『京都嵯峨芸術大学 日本画作品展』
 日時：7月20日（火）～25日（日）　会場：池坊学園むろまちアートコート（京都）
※造形学科日本画分野の日本画制作と伝統創作3～4回生による作品展。

■入佐美南子／油画

 『二科 京都支部展』 日時：6月29日（火）～7月4日（日）　会場：京都市美術館（京都）
 『第95回二科展』 日時：9月1日（水）～13日（月）　会場：国立新美術館（東京）
■イチハラヒロコ／油画

 『イチハラヒロコ展』 日時：7月4日（日）～9月8日（水）　会場：高知県立美術館（高知）
 『胸騒ぎの夏休み イチハラ×やなぎ×ヤノベ×小沢＝  
　美術館で熱くなれ！』
 日時：7月17日（土）～8月29日（日）　会場：福島県立美術館（福島）
 『六甲ミーツ・アート「芸術散歩2010」』
 日時：9月18日（土）～11月23日（火・祝）　会場：六甲山カントリーハウス周辺（兵庫）

昨年度行った『嵯峨大念仏狂言展』に引き続き、今年度も嵯峨野の地に今も
息づいている伝統芸能「嵯峨大念仏狂言」の装束と道具を中心に展示します。

マリアンヌ・クルーゾ氏は詩人や作家の世界を版画、油画、パステル画などで
表現したフランスの女性画家です。本展では、クルーゾ氏の挿画による豪華
本、油画、パステル画などを展示します。　※内容等変更になる場合があります。

■吉水絹代・兼先恵子・井隼慶人／染織

『日本新工芸』　
日時：7月6日(火)～11日(日)　会場：京都市美術館（京都）

■吉引ありさ／染織

『祇園祭展』
日時：6月15日(火)～7月31日(土)　会場：染・清流館（京都）

■江村耕市／メディアデザイン

『キュピキュピと石橋義正 SickeTel』
日時：7月18日（日）～11月3日（水・祝）　会場：丸亀市猪熊弦一郎現代美術館（香川）

■佐川真紀／洋画・ミクストメディア

『芽生展』　
日時：6月23日（水）～27日（日）　会場：京都文化博物館（京都）

■松延総司／洋画・ミクストメディア

『Direction of Materials』
日時：6月11日（金）～8月8日（日）　
会場：Super Window ProjectTM ＆ GALLERY（京都）

『ART OSAKA』（Super Window ProjectTM ＆ GALLERY）
日時：7月10日（土）、11日（日）　会場：堂島ホテル（大阪）

本学関係者による展覧会情報

テーマ：『平家物語』に見る平家の公達たち
日時：2010年10月2日（土）17時10分～　場所：旧嵯峨御所 大覚寺門跡　

きん だち

講演：元木泰雄（京都大学教授）
公演：『清経』野田燎（サックス）、 宮崎青畝（尺八）、田中鶴旺（薩摩琵琶）
※お申込み方法等詳細は７月上旬に本学HPに掲載します！（お問合せは文化事業部TEL.075-864-7898まで。）

附属博物館

附属ギャラリー「アートスペース嵯峨」

■『重要無形民俗文化財 嵯峨大念仏狂言展
　ー装束と道具を中心にー』　日時：6月1日（火）～20日（日）　
　10時～17時　月曜休館 　主催：京都嵯峨芸術大学

■『CIRCULATION2』　※博物館、ギャラリーの2会場にて開催
 日時：6月22日（火）～27日（日）　12時～18時  ※最終日は16時まで　無休
  但し、博物館は6月23日（水）からの開催になります。
　主催：芸術学部 メディアデザイン学科 メディアデザイン研究室／
  短期大学部 美術学科 ミクストメディア研究室（共催）
■『フィンランドが誇るグラフィックデザイナー
  タパニ・アールトマーのポスター展』
 日時：6月29日（火）～7月4日（日）　10時～18時　無休
 主催：京都嵯峨芸術大学／芸術学部 観光デザイン学科
 後援：フィンランド大使館／関西フィンランド協会／社団法人京都デザイン協会
■『油画3・4回生作品展』
 日時：7月7日（水）～12日（月）　10時～17時  ※最終日は16時まで　無休
 主催：芸術学部 造形学科 油画研究室

■『マリアンヌ・クルーゾ展（仮称）』　日時：10月10日（日）～11月6日（土）

■『短大日本画専攻科展』
 日時：10月25日（月）～31日（日）　13時～17時　無休
 主催：短期大学部 美術分野 日本画研究室
※展覧会スケジュールは変更になる場合があります。ご了承ください。

京都嵯峨野文化サロン第９回企画
旧嵯峨御所大覚寺門跡で平家の若者たちの想いを辿ってみませんか。



特別対談企画
「学園創立４０周年記念事業」
本格始動！ ●三好学長

本日はお忙しい中、お集まりいただきありがとうございます。最
初に、三好学長より学園創立40周年の事業計画や記念イベン
トの経緯を簡単にご説明いただきたいと思います。

●松本広報室長
ありがとうございました。学園史の編纂については、私もおおい
に期待しています。それではもう少し具体的な事業内容につい
て、40周年記念事業室の増田先生にお伺いしたいと思います。

40周年記念事業室では、耐震補強工事・キャンパス整備事業、
学園史の編纂、記念イベントの開催、募金活動の4つを進めて
います。まず、耐震補強工事・キャンパス整備事業では、築後
35年近く経っている建物の安全性を高めながら、老朽化に伴
い美観が損なわれてきたキャンパスイメージの向上を目指
しています。同時に、校舎内の快適さと使い勝手の改善も考
慮しつつ、緑を随所に配して自然との共生を目指した環境づ
くりも計画のひとつに盛り込みました。耐震補強の工法につ
きましては、他大学等の色々な事例を参考にしながら、経済
的ではあるけれどデザイン性の乏しい斜めのブレース工法
は避け、デザイン的にも優れた垂直水平の外付けブレース工
法を採用することにしました。そのため、Ａ棟とＢ棟に統一
感ができ、非常にスマートな外観が生まれるだろうと楽しみ
にしています。キャンパス整備の具体案としましては、本学
の南面のファサードを中心に緑化計画を施し、正門の位置も
変え、自然の潤いに満ちたキャンパスを打ち出していきたい
と考えています。さらに従来から本学の大きな課題でもあっ
た玄関エントランスは吹抜けに改修することで開放的で心
地よい空間となるように計画しています。実習Ａ棟・Ｂ棟の
公共の部分（廊下・階段・トイレ等）も新しくなりとても快適
になるでしょう。工事の完成予定は９月末日ですが、キャン
パス整備の終了は来年の3月頃となりそうです。

私は、学園創立40周年だからといって無意味なお祭り騒ぎ
だけで終わらせるのではなく、きちんと形に残せることを
しなければならないと考えています。そこで今回は最も大
きな事業として、老朽化の進んだ校舎の耐震補強工事並び
に一部の改修美化工事、そして周辺の環境整備を行うこと
としました。また、本学は芸術系の大学ですから、先生方を
中心として学生諸君とともに盛り上げていく展覧会の開催
も希望しています。教職員や学生たちがここで日頃どんな
ことをやっているのかを見ていただく。そんな展覧会とな
るよう、しっかりと計画を進めていただきたいと思います。
加えて私がいちばん期待しているのが学園史の編纂です。
この大学がどのようにして誕生し、どのような歴史の中で
ここまで育ってきたのか。それをデータとしてひとつにま
とめるということは、40周年の記念事業という枠を超えた
大きな意義があるのではないでしょうか。歴史がきちんと
していないところに、明日はないといわれます。ぜひこの機
会に学内に保存されている貴重な資料を整理して、本学の
歴史を次の世代へと引き継げる素晴らしい学園史を作って
いただきたいと強く願っています。

インタビュアー：松本泰章 教授
対 談 出 席 者：三好郁朗 学長、箱崎睦昌 副学長、
 増田洋 教授、北村正己 教授

本学では今年度より、2011年の学園創立
40周年に向けた記念事業及び記念イベ
ントの取り組みと、学部・学科再編におけ
る教育改編が本格的に始動しています。
今回は、三好学長ならびに本記念事業等
に関わる教員の方々にお集まりいただき、
記念事業・イベントの内容、教育改編など、
それらの経緯や詳細等についてお話をう
かがいました。

（対談の後半は、次回34号へ続く）

●増田先生

本学のデザイン学科としては、これまでメディアデザイン学科と
観光デザイン学科という、かなり領域を特化した分野編成でし
た。今回の改編では、総合デザイン学科として4系・7領域の編成
を行います。現行のメディアデザイン、観光デザインが完全に無
くなるという訳ではなく、その領域の良さを活かしながら新しい
領域も加え、総合的なデザイン領域の編成としました。具体的に
は、メディアデザイン系、イラストレーション系、生活デザイン系、
観光デザイン系という4つの系があり、この編成の中に7領域が
それぞれあります。メディアデザイン系の中にはグラフィックデ
ザイン領域、映像・アニメーション領域、ウェブデザイン領域。イ
ラストレーション系の中にはイラストレーション領域。生活デザ
イン系の中にはプロダクトデザイン領域とスペースデザイン領域。
観光デザイン系の中には観光デザイン領域がそのまま残ります。
このような編成にした理由は、これまで観光デザインという日本
でも他にない領域を編成してきたものの、それなりの評価をい
ただけたとは思いますが、一般的にはどうしても限られた領域と
いう認識が強く、観光領域の中での総合的なデザインだという
位置付けがなかなか浸透しなかったからです。メディアデザイ
ンに関しては、一定の実績を積み上げてきているため大きな変
更はありません。社会の流れの中でイラストレーションというも
のの存在感が強まり、本学においてもイラストレーションを系と
領域として独立させたのはある面では大きな目玉でしょうか。以
上、学科の組立部分だけを申しましたが、トータルコンセプトと
して考えているのは「基礎デザインの充実」、つまりデザイン力の
充実です。社会人力とか人間力につながるような形でのデザイ
ン力、基礎のデザインの充実を基本的に図ろうと考えています。
その方法として、例えばデザインの中にライティングディスカッ
ションを入れるとか、プレゼンテーションを入れるとか。京都プ
ロジェクトのような地域に根ざしたフィールドワークを活かしな
がらデザインを学ぶというスタイルも色々考えています。

●箱崎先生

ありがとうございました。確かに耐震補強のブレースがむき出し
のままでは、常に工事現場にいるみたいで落ち着きませんよね。
外見上はそれほど構造的な変化は見られないとしても、内実が
しっかりとおさえられているので安心できます。先生方のご苦慮
のおかげで快適性の向上も図られた、持続性のある計画である
ことが理解できました。それでは次に教育の改編について、ま
ず芸術学部（四年制）の計画を箱崎先生にご紹介いただきます。

短期大学部は、これまで本学の芸術学部を成長させた基礎として、
より一層充実した内容を目指しています。具体的な変更につきまし
ては、これまでデザイン分野の一領域であったマンガ領域をマンガ
分野として独立させ、より質の高い教育を施すことのできる環境を
整えました。また、美術分野の中に現代アート領域を新たに設け、現
代性を加味した表現を目指す学生層を積極的に受け入れていきた
いと考えています。短大全体のテーマとなるキーワードは、「INPUT
とOUTPUT」です。すべてのカリキュラムの中で様々な要素を学習
するINPUT、その学習した内容を社会や次の学習に表現していく
OUTPUT。こうしたテーマをもとに、短大での学びをより明確にして
いきたいと思います。短大では、三年次編入や専攻科への進学など、
就職活動に進むという様に多彩な進路があります。次の発展的なイ
メージをしっかり持ってもらうことが大事ですから、そのために学生
自身が学習のイメージ付けを明確にしてOUTPUTにつなげていか
なければなりません。言うまでもなく短大は四年制大学と専門学校
の狭間にあるため、私たち教職員による2年間のカリキュラムの性格
付けが非常に重要となるのです。40周年という節目を機に、これか
らも教養科目をしっかりと充実させながら、四年制大学にも負けな
い、また専門学校よりも高度な教養を身に付けることができる、短
大ならではの密な教育を施していきたいと考えています。

●北村先生

ありがとうございました。短大は本学の成長の基礎である。これ
は、すごくインパクトのある言葉ですね。実際、私たちが広報関
連の仕事で卒業生たちを訪ねた際、様々なフィールドで活躍し
ている人がずいぶんいます。東京へ出てプロとして十分やって
いる人、地元で頑張っている人。そういう誇るべき先輩たちを、
短大時代から続 と々輩出しているんですね。これからも嵯峨芸
大の卒業生たちが社会のあらゆる場面で活躍できるよう、私た
ち教職員もがんばらなければいけないと思います。

●松本広報室長

ありがとうございました。観光デザイン学科、メディアデザイン学
科という新しい試みがこの総合デザインの中ですべて網羅され、
バージョンアップしていくというイメージがすごく沸いてきます。
10年目という新しい節目を迎えた芸術学部（四年制）が、また大
きく育っていくことが想像できますね。では北村先生、短期大学
部（二年制）のカリキュラム改革についてご説明いただけますか。
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長
）

●松本広報室長 ●松本広報室長 ●松本広報室長
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2011年度大学案内発行

本学のコンセプトブック！？が誕生
　2011年度は本学が学園創立40周年を迎える節目でもあり、今回の大学案内で
は、およそ40年の時間をかけて歩んできた京都嵯峨芸術大学の教育の姿勢と現
在の学生のスタイルを紹介するべく、先生と学
生の対話をまとめた“SAGAGEI DIALOGUE”
や、在学生のそれぞれのスタイルをポートレイト
形式でまとめた “SAGAGEI STYLES”など、ユ
ニークな視点から京都嵯峨芸術大学の内側を
紹介しています。写真のテイストはもとより、読み
ものとしての方向性を意識した今回の大学案内
は、本学の今を表すコンセプトブックともいえる
でしょう。（広報室）

教員・在学生の活躍

平成21年度京都市芸術賞

本学の伊庭新太郎名誉教授と卒業生
が京都市芸術賞を受賞！
　本学の油画分野で長年指導にあたられ、後進の育成にご尽力いただいた伊庭
新太郎名誉教授が、平成21年度の「京都市芸術功労賞」を受賞されました。また、
本学の日本画分野の卒業生である岩﨑絵里さんが、「京都市芸術新人賞」を受賞
されました。これらの賞は、昭和50年度から京都市が毎年3月に表彰しているもの
で、これまでに241人が受賞しています。今回、伊庭名誉教授が受賞された「京都
市芸術功労賞」は、新人の育成または芸術文化活動の向上について特に功労が
ある人物に授与される賞で、一方、岩﨑さんが受賞された「京都市芸術新人賞」は、
活発な芸術文化活動を行い将来を期待される新人に授与される賞で、ともに京都
市出身者または京都市で活躍している人物を対象としています。（広報室）

「嵐芸展」受賞学生作品展

新しい展覧会の<カタチ>
カフェギャラリーとのコラボ企画が実現
　JR嵯峨嵐山駅に程近いカフェギャラリーの嵯峨野湯を会場に、4月5日（月）～4
月11日（日）にかけて本学在学生による自主企画展『まつりのゆ』が開催されました。
本展は、2009年11月に行われた学園祭「嵐芸祭」のなかで開催された、学生企
画・主催による展覧会「嵐芸展」において受賞した学生による作品展で、地元カ
フェギャラリーと本学による、若手作家の発掘と地域連携を図ったコラボレーショ
ン企画第一弾として開催されたものです。
　そもそも「嵐芸展」とは、本学在学生で構成された嵐芸祭実行委員会によって毎
年企画・実施されている展覧会で、開催にあたっては「在学生の作品表現を地域の
人 に々広く知ってもらうこと」、さらには「より多くの方 に々嵐芸祭に足を運んでもらい
たい」という願いが込められており、会期中は「嵐芸展」で優秀賞を受賞した又地真
琴さんの作品のほか、嵯峨野湯のスタッフによって嵯峨野湯賞に選ばれた栗山正
樹さんと中村航さんによる100点を超えるイラスト作品が展示されました。（広報室）

地域連携

卒業生の活躍

藤川 亜美　ふじかわ あみ
岐阜県　岐阜県立岐阜工業高等学校　出身
2010年　京都嵯峨芸術大学　短期大学部　専攻科　デザイン専攻　イラストレーションコース　卒業

小さい頃からの夢だったマンガ家として活躍中の藤川さん
学生時代から現在までの大切な＜気付き＞についてお話いただきました
̶現在のお仕事を教えてください。
細 と々マンガを描いています。担当さんと打ち合わせをしながら、原稿と戦ったり、新しい話の構想を練ったりする毎日です。

̶現在のお仕事の苦労話や喜びなどを教えてください。
初投稿で賞を頂いて、「私、出来る子なんじゃない？」と浮ついていた時期もあったんです。でも、担当さんのストレートな意見
を聞いて、今までの作品がいかに自己満足だったかが分かりました。大衆に向けて発信するならば、大衆に魅せることを意識
しなければいけないのに、それが圧倒的に足りていなかった。ならばそこを気をつけようと考えれば考えるほど、何が面白くて
何がつまらないのか分からなくなってしまう。今も、表現力不足、発想力不足を痛感させられます。本当に難しい。けれど、同じ
くらいやりがいもあります。「いいね、面白いね」って笑顔で言ってもらえたときは飛び上がるほど嬉しいです。やっぱりマンガっ
て楽しいな、もっと描きたいという気持ちになります。まだまだ未熟ですが、自分の作品をたくさんの人たちに届けられるよう
頑張りたいです。

̶学生時代のお話や後輩へのメッセージなどを教えてください。
短期大学部美術学科、その後の専攻科を通してイラストレーションコースに在籍していたのですが、一度だけ、美術学科2回
生の後期にマンガコースに移ったのが今の生活のきっかけでした。もともとはちゃんと就職しようと思っていて、でも最後に小
さい頃からの夢を追いかけてみたいという気持ちも強くて。そこで初めて本格的にマンガを描いたのですが、すごく楽しかっ
たです。やりたいことがはっきりしなくて悶 と々していたのですが、「ああこれだ！」と思いました。専攻科に入学してからも、友達
に手伝ってもらいながら教室でマンガを描いていました。そういう活動にも寛容なクラスメイトたちで、くだらない笑い話をし
ながら楽しくやっていました。講義や課題も大切でしたが、友達と会うのが一番でした。卒業したくないくらい充実していまし
た。マンガ家という仕事は1から10までをひとりで生み出す仕事で、そんな仕事はそうそうありません。“自分”を大いに発揮で
きる場所です。原稿が出来上がったときの達成感は癖になります。ぜひ一緒に頑張りましょう。在学生の皆さんには、アット
ホームでのんびりとした嵯峨芸だからこそ見つかるものがあると思います。講義も課題も遊びも十二分に楽しんでください。附属機関

博物館・ギャラリー企画報告
附属博物館では4/2～5/8まで「京都嵯峨芸術大学の先人達第3回 川端彌

之助展～京都嵯峨芸術大学所蔵品より～」を開催しました。今回で3回目とな

大学報告

学園創立40周年記念事業
　大きな動きとして、前号の広報誌にて広報させていただきました40
周年記念事業 耐震補強工事並びにキャンパス環境整備工事（A、B、C
棟周辺）が、この6月よりスタートします。集中的に工事を行うのは夏期
休暇中の７月中旬から９月末の予定ですが、環境整備工事の一部は
2011年3月末に完成予定です。特に教職員、学生の出入りなどについて
は、安全性を重視した計画としているため、入校できない期間がありま
す。授業についても、できる限り支障のない計画を組んでいますので、
全教職員、学生の皆様のご協力をお願いいたします。（総務課）

2009年度 進路概況
　2010年3月卒業生の大卒求人倍率は、1.62倍でした。昨年度の2.14
倍に比べ0.52ポイント低下しましたが、1996年（1.08倍）や2000年
（0.99倍）の就職難とされている時期に比べれば依然高い数値となっ
ています。
　そのような状況下で本学学生の就職活動は、相変わらずクリエイ
ティブ系の企業に人気が集中しており、年々早まる採用試験では
ポートフォリオや課題制作を重視した作品審査が多くなり、作品の
完成度を評価する傾向が見られます。特に短期大学部の学生には不
利な条件が重なっております。
　今年度の就職状況は、卒業者に対する就職希望者の比率が59.7％、
就職希望者に対する就職者数の比率は48.4％でした。就職希望者の
割合は例年とほぼ同じ数値でしたが、就職者数の比率は15ポイント
減少しました。早くから就職活動をしていた人ほど内定率は高く、就
職か進学かを迷っていたり、企業或いは職種を決定できなかった人
は最後まで苦しんでいたように思えます。また、本学では卒業後も
キャリアサポートを希望する人には応援しており、今後も継続して
就職活動をする意思のある卒業生が増加傾向にあることは、今まで
にはなかった傾向と言えるでしょう。（キャリア支援課）

入学宣誓式報告
　本学の2010（平成22）年度入学宣誓式を4月2日（金）に挙行いたしま
した。旧嵯峨御所 大覚寺門跡から下泉恵尚門跡猊下にもご臨席賜り、
黒髪理事長、三好学長から式辞があり、高家教育後援会会長から祝辞
をいただきました。役職者の紹介の後、在学生で学友会会長の平野裕
子さんによる歓迎の言葉、芸術学部メディアデザイン学科の山下七海さ
んによる新入生宣誓が行われ、初々しい空気の中、閉式いたしました。
なお、本年度の入学生は以下の通りです。（総務課）

2010（平成22）年度 
予算編成基本方針・収支予算書
【平成22年度予算編成基本方針】（平成21年9月29日理事会決定）
1.学園創立40周年記念事業の取り組み
・旧学舎3棟の耐震補強工事 ・老朽設備の補修およびキャンパス周辺環境の整備
・学園史の編成および出版 ・記念寄付金（教育環境施設充実のため）の募集計画の策定

2.学生募集活動の強化および効果的広報活動の展開
3.学生の就職支援のための体制強化
4.社会的且つ受験生のニーズに対応した新たな教育内容、教育体制を目指した学科編成
5.地域連携、社会貢献、文化事業等のさらなる展開
6.教職員の能力・意欲を評価する制度、給与制度の改善
7.科学研究費など外部資金の獲得を目指す積極的取り組み
8.省エネ対策など、経費削減を目指した具体的対策の推進　　　　　   （経理課）

藤川さんの仕事道具と作品

計 340名

○京都嵯峨芸術大学大学院
　芸術研究科 9名

○京都嵯峨芸術大学芸術学部
　造形学科 60名
　メディアデザイン学科 52名
　観光デザイン学科 28名
小計 140名

○京都嵯峨芸術大学短期大学部
　専攻科 32名
　美術学科 159名
小計 191名

Jun.2010 - Oct.2010
■6月12日（土） 京の美意識「瓦葺きの美学」
■6月20日（日） オープンキャンパス 第1回
■7月10日（土） 京の美意識「浮世絵木版画の技術」
■7月13日（火） 前期授業終了

■9月1日（水）～10日（金） 前期集中授業・博物館実習
■9月11日（土） 京の美意識「京飴 よもやま話」
■10月10日（日） オープンキャンパス 第2回
■10月16日（土） 京の美意識「京都風呂敷七変化」

大学行事予定

る先人展では、本学の前身・嵯峨美術短期大学の創設期より洋画の指導をさ
れ、多くの後進を育てられた川端彌之助先生の油彩画（本学所蔵）を中心に展
示しました。針金で作られたセルフポートレート、木版画、水彩画、学内アトリエ風
景の素描（いずれも個人蔵）なども併せて展示しご覧いただきました。
ギャラリーでは2月から３月にかけて「めくるめくるファンタジー　絵本とその原

画展」（2/28～3/7）、「2009年度　生涯学習講座受講生作品展」（3/9～3/14）と、
生涯学習講座受講生の展覧会２件が開催され、１年間の成果を発表されました。
本学の附属展示施設は、広く一般にも開かれた場としてどなたでも自由にご覧

いただけます。今後も多種多様な展覧会を予定しておりますので、是非足をお運び
ください。（博物館・ギャラリー課）

「雪花」

貿易扇扇面画

「沈むパドマ」

「（作品名不明）」

「春江獨釣図」

「牡丹」

「untitled」

「untitled」

「いのちを生きる」

（染織、屏風　1点）

（128点）

（染織、屏風　1点）

（染織・額装　1点）

（紙本墨画・軸装　1点）

（紙本彩色・軸装　1点）

（テンペラ　1点）

（テンペラ　1点）

（彫刻、大理石　1点）

杉山真由美
（元本学准教授）

作者不明

辻　信夫
（本学名誉教授）

渋谷和子

中村不折

木村武山

加藤明子
（本学名誉教授）
加藤明子
（本学名誉教授）
平松國和
（本学名誉教授）

特別寄稿

理事会報告

学園創立４０周年事業と
将来的学園展望
　旧嵯峨御所大覚寺門跡が母体となり、昭和46年に設立した大覚寺学
園もいよいよ40歳、大学の歴史を人間の年齢と単純に比較することはで
きないが、人間でいえばもっとも働き盛りで脂ののりきった年齢であろう。
100年以上の歴史を有する大学を思えば、働き盛りというよりも大学に
入学したばかりの前途揚 と々した青年に相当するのかもしれない。ともか
く、この40年間、大学においては様々な改革・改編がなされてきた。「さが
び」という通称で呼ばれていた嵯峨美術短期大学の時代を経て、京都嵯
峨芸術大学を設置してから早や10年が経とうとしている。京都嵯峨芸術
大学となった今も、一部では、まだこの「さがび」なる通称が使われている
と聞く。京都が世界に誇る借景「嵯峨」にある芸術大学として、「サガゲイ」
なる通称が一般に使われるようになりたいものである。
　「嵯峨」という地名、「嵯峨」を冠した大学名が、「SAGA」というブランド
となって京都から日本、そして世界に浸透していくことは、「京都」ブランド
と相まった特有の伝統的イメージとなって展開していくことになるだろう
と大いに期待している。それは伝統と文化の融合であると考えるからであ
る。大覚寺学園が制定した教育憲章で謳った学園の使命には「国際文
化都市京都にあって、自然と文化の調和を体感できる、ここ嵯峨野に確
固たる芸術教育の拠点を置き、わが国の芸術文化の振興に寄与すると
ともに、積極的な社会貢献を果たすに足る知識と技術をそなえた、創造
的で感性豊かな表現者、文化デザイナーを養成し、広く国際社会に送り
出す。」とある。これこそが、まさに地域に根ざした大学の使命であると確
信するものである。
　その理念を基本とし、今回の40周年事業では、耐震補強工事を中心
としたキャンパス整備を実施、地域と共に歩む芸術大学としてリニューア
ルする。また、芸術教育においては現代的なニーズに対応するため、新た
な学科設置に伴う改組を行うこととしている。これらの事業を基盤とし、
次の10年にむけた社会的且つ学生のニーズに対応した教育課程のさら
なる充実、第2次キャンパス整備事業などの構想を具現化していくつもり
である。
　1200年の歴史を有する文化に育まれた嵯峨野の地を利用し、大覚寺
に蓄積された文化的遺産を最大に活用することも重要であり、京都嵯峨
芸術大学のさらなる発展も、すべてはその原点に帰結すると考える。「み
んなの手でわれわれの大学をつくる」ことが、われわれに課せられた責務
だとの認識を共有し、正に改革途上の今ここにいあわせた「縁し」をもっ
て、新たな夢に向かい、これからの10年に邁進しようではありませんか。

2009（平成21）年度収支決算報告
　大学は、学生から納付された授業料等の学納金と国庫補助金を大きな
収入源としており、その他、種々の手数料や寄付金を加えて、学生の教育
や課外活動、教員の研究活動、地域社会との連繋事業等にかかる経費を
賄っています。また、新しい学科のための施設や設備のために投資したり、
将来に向けての積立を行ったりします。既にご存知の通り、少子化による
学生数減少という厳しい環境に加えて、100年に一度といわれる経済不況
からまだ完全に回復できずにおり、学生や大学を取り巻く経済環境は大
変厳しい状況にあります。しかし、本学としては、このような状況の中でも、
大学を永続的に維持発展させていくため、できるかぎりの努力をしていま
す。その概要を大学のステークホルダーの皆さんにご説明いたします。
　資金収支計算書は、1年間の諸活動に対応するすべての収入と支出の内容
と資金の顛末を表す計算書です。消費収支計算書は１年間の学校の消費収
入と消費支出の内容と均衡の状態を明らかにするもので、企業会計でいう損
益計算書にあたります。大学は利益を追求する営利団体ではないので、利益
を出す必要はありませんが、収支のバランスの取れた安定した経営が望まれ
ます。貸借対照表は、年度末の資産と負債、正味財産の状況を示しています。
　消費収支計算書の消費収入の部は、資金収支計算書の学生生徒等納
付金収入から雑収入までとほぼ同じで、現物寄付金を寄付金収入に加え
たものです。借入金等を含まず、学校法人の負債とならない収入という意
味で帰属収入といいます。施設設備の充実に充てるための基本金を予め
帰属収入から差し引いた残りを、大学が1年間の消費に当てられる収入と
して消費収入といいます。一方、消費収支計算書の消費支出の部は、資金
収支計算書の人件費から借入金等利息までとほぼ同じで、教育研究経費
と管理経費にそれぞれ過去に購入した建物や機器備品の減価償却額を
経費として加えています。その他、古くなった資産を処分したことによる費
用や徴収不能引当金への繰入額を計上しています。
　さて昨年度は、2007年度に開設した芸術学部メディアデザイン学科が
開設から3年が経過し、3回生用のPCなど教育機器を導入しました。また、
昨年度から文部科学省の補助金を得て、大学コンソーシアム京都に加盟
する7法人10大学で進めている戦略的大学連携支援事業「ｅラーニング
システム」の構築を進め、有響館G402号教室にテレビ会議システムを導
入、本学にいながらにして、他大学の講義を受けたり、本学の講義を他大
学の学生に提供したりすることが可能となりました。さらに前年度から実
施していた耐震診断に基づき、清水建設株式会社に耐震改修工事を行
わせることとなりました。この工事にあわせて、実習A棟、実習B棟、講堂C
棟の教室やトイレ改修、C棟のエレベーター改修、建物周辺の段差解消に
よるバリアフリー工事などを実施することとなりました。
　昨年度の財政状況を簡単に説明しますと、帰属収入は年々減少傾向に
ありますが、人件費や他の諸経費の節約などに努め、約17億69百万円の
帰属収入に対し、消費支出は16億74百万円となりました。帰属収入から
約49百万円の基本金繰入を差し引いた消費収入17億20百万円に対して
も、46百万円の黒字となりました。
　年度末の資産と負債等の状況は、貸借対照表の通り、95億80百万円の資産
を有し、そのうち負債は17億7百万円で、正味財産は78億73百万円となっていま
す。負債のうち、借入金は4億28百万円で、計画通り返済を進めています。2010
年度に学園創立40周年記念事業として耐震改修やキャンパス整備の大きな工
事を控え、健全な財政を維持しています。学生の皆さんに安全で快適な学習空
間を提供し、満足度の高い大学づくりに鋭意努力してまいります。（経理課）

学校法人 大覚寺学園　理事長  黒髪 寛延

「～学園創立４０周年事業を
　  みんなの手で！～」

　2010年4月1日付けで、ス
ペインのサグラダ・ファミリア
聖堂の主任彫刻家を務める
など、世界的な彫刻家として
活躍する外尾悦郎（そとお・
えつろう）氏が、本学客員教
授に就任しました。外尾客員
教授の講義は、在学生なら
びに学外の方 を々対象とした
公開講座として年間２回、夏
と秋に実施する予定です。
（広報室）

外尾悦郎客員教授就任

2010年度のオープンキャンパスは、6月20日(日)、10月10日(日)の計2回開催。夏
期休暇の期間を利用して行われるキャンパス改修工事のため、今年度は夏の
オープンキャンパスの開催がありません。その補完的イベントとして、初めての試
みとなるオープンクラス（授業公開）を5月5日（水・祝）に開催しました。入学者の
多くを占めるAO入試を直後に控えた重要な夏のオープンキャンパスの開催がな
い今年度は、オープンキャンパスはもちろん、オープンクラスや入試説明会など各
種イベントでの受験生との接触がより重要になっていきます。（入試課）

2010年度 オープンキャンパス情報

　今年度もコンソーシア
ム京都主催、高校内・美術
研究所内説明会など大学
入試説明会を全国各地で
実施します。説明会では、
入試スタッフを中心に学
生生活や就職、今年度は40
周年記念事業や、学科再編、
キャンパス改修工事など、
広範囲な情報提供を行っ
ていきます。（入試課）

入試説明会シーズン到来

○2009年度、以下の作品の寄贈をいただきましたことをご報告いたします。

作品名 技法・点数 作者名

昨年のオープンキャンパス風景

就職決定者数
就職未定(活動を継続する意思のある者)
進学（四大編入学・専攻科・研究機関等）
本学四大編入・専攻科
専門学校
各種受験準備（公務員・教員・資格等）
アルバイト
家事手伝
制作活動または弟子入り
本学研究生（専攻科のみ対象）
就職しない（「就職見込みあり」を含む）
不明（最終「進路調査書」の提出なし）

進 

路 

内 

訳

人数（人） 比率
170
48
27
15
26
5
0
18
0
8
1
14
8

28％
16％
9％
15％
3％
0％
10％
0％
5％
1％
8％
5％

2009年度　　卒業者数
短期大学 　（専攻科含む）

※進路内訳数（人）÷卒業生数＝比率（％）

資産の部

固定資産
流動資産
資産の部合計

負債・基本金・消費収支差額の部

固定負債
流動負債
負債の部合計
基本金
消費収支差額
負債・基本金・消費
収支差額の部合計

科　　目 金　　額 金　　額科　　目
7,479,261
2,100,891
9,580,152

1,058,749
648,037
1,706,786
10,644,736
△2,771,370

9,580,152

〈貸借対照表〉　2010（平成22）年3月31日 （単位：千円）

消費収入の部

学生生徒等納付金
手数料
寄付金
補助金
資産運用収入
事業収入
雑収入
帰属収入合計
基本金組入額合計
消費収入の部合計

消費支出の部

人件費
教育研究経費
管理経費
借入金等利息
資産処分差額
徴収不能引当金繰入額

〔予備費〕
消費支出の部合計

科　　目 予　　算 予　　算科　　目
1,403,810
20,170
26,000
311,213
3,941
17,172
55,126

1,837,432
△ 982,159
855,273

1,077,695
499,571
168,443
6,478

0
15,574

10,000
1,777,761

【2010（平成22）年度　消費収支予算書】 （単位：千円）

収入の部

学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産運用収入
事業収入
雑収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収入の部合計

消費支出の部

人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
その他の支出
〔予備費〕
資金支出調整勘定
次年度繰越支払資金
支出の部合計

科　　目 予　　算 予　　算科　　目
1,403,810
20,170
25,000
311,213
3,941
17,172
55,126
552,300
254,506

△ 624,251
2,004,803
4,023,790

1,052,513
293,117
159,254
6,478
46,656
900,000
33,287
48,041
10,000

△  45,062
1,519,506
4,023,790

【2010（平成22）年度　資金収支予算書】 （単位：千円）

（大学院含む）

進 

路 

内 
訳

138
40
37
9
4
10
2
7
0
3
19
7

29％
27％
7％
3％
7％
1％
5％
0％
2％
14％
5％

2009年度　　卒業者数
就職決定者数　　
就職未定(活動を継続する意思のある者)
進学（大学院・四大編入学・研究機関等）
本学大学院
専門学校
各種受験準備（公務員・教員・資格等）
アルバイト
家事手伝
制作活動または弟子入り
就職しない（「就職見込みあり」を含む）
不明（最終「進路調査書」の提出なし）

大　　学 人数（人） 比率

〈消費収支計算書〉　2009（平成21）年4月1日～2010（平成22）年3月31日（単位：千円）
消費収入の部

学生生徒等納付金
手数料
寄付金
補助金
資産運用収入
事業収入
雑収入
帰属収入合計
基本金組入額合計
消費収入の部合計

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異
1,447,097
20,494
5,125

185,704
6,993
25,392
90,973

1,781,778
△  68,723
1,713,055

1,448,198
19,506
12,723
186,784
7,238
28,537
66,355

1,769,341
△  48,938
1,720,403

△  1,101
988

△  7,598
△  1,080
△   245
△  3,145
24,618
12,437

△ 19,785
△ 7,348

消費支出の部

人件費
教育研究経費
管理経費
借入金等利息
資産処分差額
徴収不能引当金繰入額
徴収不能額
〔予備費〕
消費支出の部合計
当年度消費支出超過額
当年度消費収入超過額
前年度繰越消費支出超過額
翌年度繰越消費支出超過額

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異
1,070,278
484,532
152,140
7,191
5,348
15,574
3,725
10,000

1,741,315
28,260

0
2,817,515
2,845,775

1,039,019
460,105
145,449
7,191
4,502
14,267
3,725

1,674,258
0

46,145
2,817,515
2,771,370

310259
24,427
6,691

0
846
1,307

0
10,000
67,057

〈資金収支計算書〉　2009（平成21）年4月1日～2010（平成22）年3月31日（単位：千円）
収入の部

学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産運用収入
事業収入
雑収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収入の部合計

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異
1,447,097
20,494
3,720

185,704
6,993
25,392
90,973
556,825
136,110

△  668,975
1,862,353
3,666,686

1,448,198
19,506
5,055

186,784
7,238
28,537
66,355
529,433
136,950

△  672,591
1,862,353
3,617,817

△  1,101
988

△  1,335
△  1,080
△   245
△  3,145
24,618
27,392
△   840
3,616

48,869
支出の部

人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
〔予備費〕
資金支出調整勘定
次年度繰越支払資金
支出の部合計

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異
1,082,669
304,849
143,011
7,191
46,656
829

30,709
40,000
50,838
9,602

△  54,471
2,004,803
3,666,686

1,051,666
282,799
135,433
7,191
46,656
828

29,294
40,000
49,799

△  47,515
2,021,666
3,617,817

31,003
22,050
7,578

0
0
1

1,415
0

1,039
9,602

△ 6,956
△ 16,862
48,869

告 

知




